山口市消防本部開発行為に伴う消防水利施設の
設置指導要綱
　(目的)
第1条　この要綱は、都市計画法第32条に基づき開発行為をしようとする者(以下「開発行為者」という。)が開発行為に関する消防水利施設の設置に関わる同意(協議)申請書(以下「開発行為に係る事前協議書」という。)を提出した場合の事務処理を厳正適確、かつ迅速に処理するため必要な事項を定めることを目的とする。
  (適用の範囲)
第2条　この要綱は、山口市において行われる開発事業に適用する。ただし、自己用に係るものは除くものとする。
　(事前協議)
第3条　開発行為者から、事前に協議を求められた場合は、当該区域の消防水利施設について消防水利の基準(昭和39年消防庁告示第7号)に適合させるため、次の事項について協議するものとする。
(1)　消防水利施設の要否
(2)　消防水利施設の種別及び数量
(3)　消防水利施設の設置場所
2　開発区域付近に消防水利の基準に適合する消防水利施設がある場合は、当該開発区域にかかる消防水利施設については、緩和することができるものとする。
　(事前協議申請)
第4条　開発行為者から提出される、開発行為に係る事前協議申請書(別記様式1号)には、次の図書を添付させるものとする。　
(1)　開発地に係る添付図書
ア　開発場所及び区域図
イ　消防水利施設の位置図
ウ　付近配置図(消防水利施設と隣接境界線、擁壁、道路等)
エ　土地利用計画図
オ　土地の断面図(ただし等高線の記入してある図面がある場合は除く。)
(2)　防火水槽にあっては「国が行う補助の対象となる、消防施設の基準額」第2条の防火水槽の規格に適合している、次の図書を添付させるものとする。
ア　平面図(表示板の設置位置明示)
イ　断面図及び側面図
ウ　配筋図
エ　鉄筋重量計算表
オ　コンクリート配合表
カ　容量計算表
(3)　消火栓にあっては配管系統図及び開発地給水承諾書の写しを添付させるものとする。

(4)　既設の消防水利施設のうち、私設の防火水槽及び消火栓を利用して、消防水利の基準に適合させるときは、その所有者の承諾書(別記様式9号)を添付させるものとする。
2　第3条第2項に該当するときは、前項の2号、3号は除くものとする。
(同意(協議)書の交付)
第5条　事前協議申請書が、第3条及び第4条に適合する場合は、開発行為に対する消防水利施設の同意(協議)書(別記様式2号)を申請者に交付するものとする。
　(消防水利施設の廃止又は変更の取り扱い)
第6条　開発行為者から、消防水利施設の廃止又は変更の申し出があった場合は、消防水利施設廃止・変更同意申請書(別記様式3号)に必要な書類を添えて提出させるものとする。
2　前項の規定による変更申請書が、第3条及び第4条に適合する場合は、消防水利施設廃止・変更に対する同意書(別記様式4号)を申請者に交付するものとする。
　(工事の着工届け及び中間検査)
第7条　施設施工者が、消防水利を設置しようとするときは、工事着工の10日前までに、消防水利施設工事着工届出書(別記様式5号)を提出させるものとし、工事施工にあたっては次の事項について中間検査を実施するものとする。
(1)　防火水槽にあっては、
ア　床堀
イ　ベース配筋及び側面配筋(二次製品にあっては、据え付け、組み立て及び緊張)
    ウ　スラブ配筋
    エ　防水モルタル厚
(2)　消火栓にあっては、
    ア　配管に消火栓本体を取り付けるとき。
2　前項の中間検査は、山口市関係職員及び山口市消防職員が立会するものとする。ただし、消火栓設置の場合に限り、山口市消防職員の立会を除くことができる。
3　中間検査の結果、規格どおり施工されていない場合は、直ちに改修又は工事の中止方を指示するものとする。
　(完成検査)
第8条　消防水利施設が完成した時は、消防水利施設工事完成届出書(別記様式6号)に次の図書を添付し提出させるものとする。
(1)　防火水槽にあっては、
ア　コンクリート強度試験報告書
    イ　工事工程の現場写真
(2)　消火栓にあっては、
    ア　水道事業管理者の水道工事検査済書の写し。
2　前項の書類が提出された場合には、次の事項について速やかに検査を行うものとする。
(1)　防火水槽
    ア　防火水槽の規格どおりの躯体の仕上がり状況及びマンホール蓋、タラップ取付け状況、ストレーナー入れの状況及び表示板の位置、取付けの高さ。
イ　漏水検査は水槽に水を満水し、14日間経過して水位の測定を行い、漏水の有無を確認する。
ウ　付帯工事事項の仕上がり状況、水槽と周囲との状況で問題となる事項。
(2)　消火栓
    ア　位置の確認。
    イ　消火栓本体上部の地盤面(鉄蓋)からの深さ及び枠と本体の位置の関係。
　　ウ　金具及びバルブの良否。
    エ　補修弁の良否。
    オ　放水テスト(1,000リットル／分以上。)
3　完成検査の立会は、第7条第2項を準用する。
4　前項の検査の結果、工事が規格どおりに施工されていない時又は、この要綱に適合していないときは直ちに改修方を指示するものとする。
　(完成検査の結果)
第9条　開発行為に伴い、消防水利施設が設置され、規格どおり完成していることを検査、確認したときは、消防水利施設完成検査済書(別記様式7号)を申請者に交付し、消防水利施設完成通知書(別記様式8号)により山口市長へ通知するものとする。
(消防水利施設の帰属管理)　
第10条　開発行為に伴い設置された消防水利施設及びその土地の帰属管理については、山口市長と申請者との協議に基づくものとする。ただし、消火栓については、水道事業管理者と申請者との協議に基づくものとする。
　(寄附採納手続)
第11条　前条において、山口市が帰属管理を行うこととした場合、申請者は消防水利施設完成検査済書の受領後、直ちに寄附採納手続をするものとする。
　(登記完了通知)
第12条　開発行為に伴い設置した消防水利施設(用地を含む。)が山口市へ所有権移転登記が完了した場合に、山口市長は、消防水利施設登記完了通知書(別記様式10号)で山口市消防長へ通知するものとする。
　(権利委譲の届出の処理)
第13条　開発行為者から名義変更の届出があった場合は「開発行為申請者名義変更届出書」(別記様式11号)に県知事又は山口市長の地位継承承認書の写しを添えて提出させるものとする。
　(施行期日)
1　この要綱は、平成17年10月1日から施行する。

　(経過措置)
2　この要綱の施行の日の前日までに、解散前の山口地域消防組合における開発行為に伴う消防水利施設の設置指導要綱の規定によりなされた手続その他の行為は、この要綱の相当規定によりなされたものとみなす。

　(施工期日)
　この要綱は、平成22年1月16日から施行する。

別記様式１号（第４条関係）

開発行為に係る事前協議申請書

平成　　年　　月　　日　

(あて先)山口市消防長
申請者　住所

　　    氏名　　　　　　　　　　　印　

　　　　　　　　　　　　　　　　　          　（電話　　局　　　　番）

　下記開発行為の施工にあたり、該当区域の消防水利について、同意（協議）を申請いたします。

記

１　開発場所

２　開発面積

３　予定建築物等の用途

４　消防水利施設

５　添付図書

別記様式２号（第５条関係）

開発行為に対する消防水利施設の同意（協議）書

山消警第 　　　号

平成　　年　　月　　日

　申請者

　

　　　　　　　　　　　　　　　　          山口市消防長
　協議のあった下記開発区域の消防水利は、消防法第２０条第１項に基づく消防水利の基準（昭和３９年消防庁告示第７号）に適合していることを認めます。

記

　

１　開発場所

２　開発面積

３　予定建設物の用途

４　消防水利施設
別記様式３号（第６条関係）

平成　　年　　月　　日　

(あて先)山口市長

申請者　住所

氏名　　　　　　　　　　　印
廃止
消防水利施設　　同意申請書

変更

廃止

下記のとおり消防水利施設を　　申請します。

変更

記
１　廃止又は変更しようとする消防水利施設の種別及び位置

２　廃止又は変更を必要とする理由

３　廃止又は変更の内容

４　廃止に伴う措置

５　その他

備考　この申請書には、次に掲げる図書を添付すること。

　　１　廃止又は変更しようとする消防水利施設の種別、位置、構造及び規模を表示する図書

　　２　消防水利施設を変更する場合には、該当消防水利施設の構造又は規模の変更の内容を表示する図書

　　３　消防水利施設の位置の変更をしようとする場合には、新たに設置しようとする消防水利施設の種別、位置、構造及び規模を表示する図書

別記様式４号（第６条関係）

廃止

消防水利施設　　に対する同意書

変更

住所

氏名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　廃止

上記申請人から申請のあった開発行為による消防水利施設の　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　変更

　　　　　　申 請 の と お り

については、　　　　　　　　　　同意する。

　　　　　　下記の条件を付けて

記

同意条件

　平成　　年　　月　　日

山口市長

別記様式５号（第７条関係）

消 防 水 利 施 設 工 事 着 工 届 出 書

	平成　　年　　月　　日　

(あて先)山口市消防長

(施設施工者）住所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名

	同意、協議の年月日、番号
	平成　　　年　　　月　　　日 山消警第　　　号

	開 発 行 為 の 場 所
	

	消防水利施設
	種　　　　別
	防火水槽　 　基、 消火栓　 　基

	
	構　造　形　状
	

	
	容量（放水量）
	

	着　工　予　定　日
	

	工 事 完 了 予 定 日
	

	開  発  申　請  者

住  所

氏  名

      （電話番号）
	

	受  付  欄
	
	備 　考
	


別記様式６号（第８条関係）

消 防 水 利 施 設 工 事 完 成 届 出 書

	平成　　年　　月　　日　

(あて先)山口市消防長
(施設申請者)住所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名



	同意、協議の年月日、番号
	平成　　年　　月　　日 山消警第　　号

	開 発 行 為 の 場 所
	

	消防水利施設
	種　　　　別
	防火水槽　 　基、 消火栓　 　基

	
	構　造　形　状
	

	
	容量（放水量）
	

	着　工　年　月　日
	

	完　成　年　月　日
	

	施　設　施　工　者

住  所

氏  名

       （電話番号）
	

	受  付  欄
	
	備 　　考
	


別記様式７号（第９条関係）

消　防　水　利　施　設　完　成　検　査　済　書
	平成　　年　　月　　日

申請者

　　

山口市消防長

下記の開発行為に伴う消防水利施設の工事は、平成　　年　　月　　日

検査確認の結果、消防水利の基準（第３条）に適合しているものと認める。

記


	同意、協議の年月日、番号
	平成　　年　　月　　日　　山消警第　　号

	開 発 行 為 の 場 所
	

	消

防

水

利

施

設


	種　　別

	

	
	構 造 形 状
	

	
	容量（放水量）
	

	備　　　　考


	


別記様式８号（第９条関係）

山消警第　　　号

平成　　年　　月　　日

山口市長
山口市消防長

消防水利施設完成通知書

　開発行為により設置された下記の消防水利が完成いたしましたので通知します。

記

１　同意、協議の年月日、番号

２　開発行為の場所

３　消防水利の種別、数

４　検査年月日

５　検査員

別記様式９号（第４条関係）

平成　　年　　月　　日　

(あて先)山口市消防長
住　所

氏　名　　　　　　　　　　　印
この度、　　　　　　　　　　　　　　に開発する区域付近にある

私設消防水利施設（　　　　　　　）を利用することについて下記のとおり

承諾を得ましたので当該開発区域に対する消防水利施設として承認をお願いします。

記

　上記の者から開発行為申請にあたり、　　　　　　　　　　に設置した私所有の消防水利施設（　　　　）の利用願いが出されましたので協議の上消防水利施設として使用することを承諾します。

住　所

氏　名　　　　　　　　　　　　　印

別記様式１０号（第１２条関係）

平成　　年　　月　　日　

(あて先)山口市消防長
　　　　　山口市長　
消防水利施設登記完了通知書

　開発行為により設置された下記の消防水利施設 （用地を含む） の登記が完了しましたので通知します。

記

１　開発場所

２　開発面積

３　開発地名称

４　消防水利施設の表示

	山　口　市
	町　名
	字
	地　番
	地　積

	
	
	
	
	


５　添付図

　　地積測量図の写し

別記様式１１号（第１３条関係）

平成　　年　　月　　日　

(あて先)山口市長
申請者　住　所　　　　　　　　　　　　　
氏　名　　　　　　　　　　　印
開発行為申請者の名義変更届

平成　　年　　月　　日付け山消警第　　　号により同意された

　　　　　　　　　　　　　　　　　の開発行為申請者の名義を下記地位承継承認書のとおり変更したのでお届けします。

記

１　地位承継承認書（別添写し）　１部

